
本大会における熱中症の対策について 

本大会は試合中の熱中症予防対策として、危険回避すべく「休憩タイム」を採用します。 

環境省からの「熱中症警戒情報」暑さ指数（WBGT）を確認し、予防行動に準じ運営するが、大会期

間中は「警戒アラート」の気温 31℃以上、暑さ指数（WBGT）は「厳重警戒」の 28 以上の状況にな

るものと予測されます。 

よって、本大会の全試合を対象に、下記の[場面]となった場合、「休憩タイム」を実施し、水分補

給・塩分補給を促す。 

[場面] ・守備機会チームが 1イニングの守備時間が 15 分超過となった場合。 

ＢＳＯの区切りをみて中断し、5分間の「休憩タイム」を入れる。 

（15 分超過は本部から球審へ伝達） 

{計時} ・休憩開始時間は球審の「タイム・撤収コール」で開始、5分後アナウンスで再開を告げ、 

「守備位置到着後のプレイ・コール」で継続カウントにて再開。 

 (5 分間は試合時間に入れない。本部にて計時確認) 

 

全軟連競技者必携<抜粋> 

◆指名打者の取り扱い 

◎指名打者ルールを使用することができる。ただし、二刀流選手を採用しない。 

◆守備側のタイムの回数制限 

◎監督またはコーチ等が 1 試合に投手のもとへ行ける回数は 3 回以内。 

延長戦は 1 イニ ングに 1 回。ただし、投手交代の場合は回数に含まない。 

◎投手交代の場合、投手と捕手の打ち合わせ(サインの確認)のために、準備投球の前・後に 

少しだけ会話することは、捕手または内野手の回数に含まない。 

 

 


